
札幌（2）、石狩（1）、小樽（1）、後志（1）、留萌（1）、宗谷（1）、旭川（1）、上川北（1）、上川南（1）、上川中央（1）、

函館（1）、檜山（1）、北空知（1）、南空知（1）、日高（1）、西胆振（1）、東胆振（1）、十勝（1）、釧路（1）、根室（1）、

オホーツク（1）、とする。

3 . ブロック長は、転勤、退職、などの理由により職場や地域を離れなければならない事由が起きた場合には、

速やかに本連盟事務局に報告しなければならない。
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第 １ 章 総　則

第 ２ 章 事　業

第 ３ 章 組　織

この連盟は、北海道中学軟式野球連盟（以下 「本連盟」 という）と称する。

本連盟は、中学生を対象に野球を通じて心身の健全な発達を育み、北海道内、日本国内の野球仲間との

友好関係を築き、そして海外の少年、少女たちとの国際的友好関係を促進することを目的とする。

本連盟は、前章の意義と目的を達成する為、次の事業を行う。

1

2

11

12

13

14

．　国際交流受入事業 （ホームステイ等での海外チーム受け入れ、交流試合）

．　国際交流派遣事業 （ホームステイ等での海外遠征、交流試合へのチーム、代表選手の派遣）

3

4

5

新たに本連盟の加盟団体になろうとする団体（クラブチーム）は、事前に本連盟事務局に相談の上、

その代表者から本連盟理事長に必要書類を提出し、常務理事会の承認を得なければならない。

北海道中学軟式野球連盟　　規程　（案）

連盟加盟クラブチーム登録細則を順守しなければならない。

(1) 全日本軟式野球連盟の公認球を使用する、満12歳から15歳までの男女で構成される中学生の団体。

(2) 北海道内の中学校で活動する団体。

．　国際交流事業 （中学生軟式野球大会へのチーム、代表チームの派遣）

．　指導者及び審判講習会

．　その他、役員会の議を経て必要と認められるもの

　（名　称）

　（目　的）

　（加盟団体 ・ 準加盟団体）

本連盟に加盟できる団体（クラブチーム）は、以下の各号の一に該当し、別に定める

．　中学生軟式野球　春季大会　「会田小太郎杯」

．　中学生軟式野球　夏季大会

．　全道中学生軟式野球大会

6

．　秋季北海道クラブリーグ

．　北海道チャンピオンズカップ

．　北海道選抜事業

．　全国中学生軟式野球大会 （IBA-boys 主管） への参加チーム派遣

．　宮城県知事杯　白石市長杯　中学生軟式野球春季白石大会への参加チーム派遣

．　IBA-boys Ｕ－１４北海道大会

3 . 常務理事会の審議により準加盟団体として承認する場合がある。

準加盟団体は、第3条に定める事業に参加する権利を一部制限される場合がある。

　（ブロック）

本連盟の事業を各地区に周知し、事業遂行の円滑化を図る為、次のブロックを設け、その管理統括の為に

ブロック長を置くことができる。

2 . ブロック長の定数は、

10

団体（チーム）概要書、指導者登録書などの提出ができる団体。(3)

2

　第 １ 条

　第 ２ 条

　第 ３ 条

　第 ４ 条

　第 ５ 条

.



報告するものとする。

第 ５ 章 会議の種類と構成

. 総会（定期 ・ 臨時）は、役員及び加盟団体の代表者をもって構成する。

3 . 役員会は、理事長、副理事長、常務理事をもって構成する。

4 . 常務理事会は、常務理事で構成され、必要に応じて随時開催をする。但し、その内容、決定事項は役員会に

(2)

(3)

副理事長

常務理事

　２名以内

　（審判団）

本連盟の審判団は、加盟団体及び準加盟団体の中から若干名を推薦し、一般公募も含めて構成する。

. 審判員の資質、技術向上の為、年1回の審判講習会を実施する。

第 ４ 章 役　員

　（役員の設置）

本連盟に次の役員を置く。

(1) 理事長 　１名

役員は、任期満了においても後任者が就任するまでその職務を遂行する。

　（役員の職務）

役員は、法令及びこの総則に定めるところにより、次の職務を執行する。

2 . 理事長は、役員会、常務理事会を招集し、議決事案の事務を統括する。

　５名以内

2 . 理事長に欠員が生じた場合は、任期内には補充せず、副理事長の中から互選された１名がその職務を代行する。

3 . 副理事長に欠員が生じた場合は、任期内に補充せず、常務理事の中から互選され、その職務を代行する。

4 . 常務理事に欠員が生じた場合は、任期内に補充せず、加盟団体代表者の中から互選され、その職務を代行する。

　（役員の選任）

　第 ８ 条 役員の選出は、総会において立候補するか、前条の役員による推薦と承認により決定する。

　（役員の任期）

役員の任期は２年とし、再任を妨げない。

3 . 副理事長は、理事長を補佐し、理事長事故にある時は互選で代行する。

4 . 常務理事は、決議後の処理と議決を精査し、事業運営の現場を指揮し業務を円滑に遂行する。

　（顧問及び相談役）

本連盟に、顧問及び相談役を置くことができる。

2 . 顧問及び相談役は、役員会の推薦により理事長が委嘱する。

　（会　議）

会議は、総会（定期 ・ 臨時）、役員会、常務理事会とする。

2

　第 １１ 条

　第 １２ 条

　第 ６ 条

　第 ７ 条

　第 ９ 条

　第 １０ 条

5 .

2



2024年4月1日　　一部訂正予定

　（会　計）

本連盟は、非営利であり所属する加盟団体、準加盟団体の登録費、事業実施の参加費、協賛企業等からの

2 . 本連盟が特別な事業を行う場合は、前条第3項における役員会の協議により臨時に費用を徴収することができる。

3 . 会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。

4 . 本連盟の会計は、理事長からの指名、もしくは役員の中から互選された者が担当する。

協賛金、その他寄付金によって運営される。

第 ６ 章 会　計

5 . 会計監査役は、本連盟の常務理事が兼務することとする。

6 . 会計監査役は、会計全般を監査し、総会においてその結果を報告する。

本連盟の加盟団体、準加盟団体の指導者として登録できない。

チーム ・ 指導者規定及び選手規定

7 . 決算は、決算月の2ヶ月以内に会計から精査された決算報告を、役員会及び常務理事会が承認し、

最終的に総会にて承認を得るものとする。

第 ７ 章

　（チーム ・ 指導者規定）

硬式野球各連盟 ・ 高等学校野球連盟 ・ 大学野球連盟 ・ 日本野球連盟に登録をしている指導者は、

. 18歳未満の指導者を、監督 ・ コーチとすることはできない。但し、記録員としてベンチに入ることは認められる。

3 . 中学校単位の部活動団体は、中体連と本連盟との重登録を認める。従って、中体連登録団体指導者の本連盟

4 . 本連盟登録指導者に反社会的行為、不祥事、事故等があった場合には本連盟事務局に速やかに報告し、

への登録を認めるものとする。

　第 １３ 条

　第 １４ 条

　第 １５ 条

　第 １６ 条

　第 １７ 条

本条項は各学校、クラブチームの選手不足等の様々な事由を鑑み、適用することとする。

第 ８ 章 附　則

2 . 登録選手は、健常者 ・ 障害者の区別を受けない。

登録選手の他チームへの移籍、引き抜き等があった場合には当該チーム、又は選手の出場資格を規制する。

2 . 前項の事象が発生した場合のチーム登録、選手登録については常務理事会、又は役員会にて協議し決定する。

尚、やむを得ない事由での移籍についてはこの限りではない。

役員会の指示を受けるものとする。

指示内容としては、厳罰（除名 ・ 脱会）、懲罰（活動停止 ・ 出場停止）、訓告、通告とする。

本連盟の主催する大会に棄権した原因がチームにある場合、本連盟が主催する大会への出場を1年間停止する。

尚、特別な事由がある場合にはその旨を事前に報告し、常務理事会又は役員会にて協議し、

承認を得た場合にはこの限りではない。

　（選手規定）

選手の登録は、登録しているクラブチーム、中体連登録団体の選手とする。
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2023年4月1日　　一部訂正

　第 １８ 条 全日本軟式野球連盟の定款、連盟規定を元とする為、全日本軟式野球連盟の定款、連盟規定を

本連盟加盟団体、準加盟団体、事業参加のチームは遵守することとする。

　第 １９ 条 この規程は、2016年4月1日より施行する。

2020年4月1日　　一部訂正

2021年4月1日　　一部訂正

2022年4月1日　　一部訂正


